
令和５年１１月号

宮古労働基準監督署 署長 下村 健治

令和５年10月１日付けで宮古労働基準監督署長を拝命しました下村と申します。微力な
がら、宮古・下閉伊地域の労働者の労働条件確保・改善、労働災害防止、迅速かつ適正
な労災保険給付などに取り組んで参りますので、よろしくお願い申し上げます。

さて、11月は「過労死等防止啓発月間」です。「過労死等」というと別世界の話のように思
う方もいらっしゃるかもしれませんが、昨年度の過労死等の労災補償状況によりますと、
死亡・自殺（未遂を含む）に限っても、全国で121件の支給決定がありました。労働時間の
状況等によっては、「過労死等」は起こり得ることですので、長時間労働削減に向け、労使
の主体的な取組をお願いいたします。

宮古労働基準監督署では、5項目を重点事項として取り組みの促進を行います。
①行動災害（転倒、腰痛）対策への取り組み
②製造業における機械によるはさまれ巻き込まれ災害防止の取り組み
③建設業における墜落転落災害防止のリスクアセスメントの取り組み
④道路貨物運送業における荷役作業における安全ガイドラインの措置の取り組み
⑤林業における伐木作業の安全ガイドラインの措置の取り組み

・労基署ニュースにおいても、上記5項目を順番に特集し、取り組みの促進を行う予定としていますの
で、皆様ご確認いただき、参考にしてください。

第14次労働災害防止計画に関して

・令和5年度から5年間、第14次労働災害防止計画に基づき、重点的に取り
組むべき事項を明確にして、労働災害防止対策の取り組みを促進します。

林業における伐木作業の安全ガイドラインの措置の取り組み

林業における労働災害を防止するため、「チェーンソーによる伐木等作業の安全に
関するガイドライン」が示されており、このガイドラインに基づいて自社の取り組みを
点検していただきたいと思います。
内容としては、保護具・保護衣の着用（下肢の切創防止用
保護具の着用等）、安全なチェーンソーの取扱い、作業計画
の策定、安全な伐木作業の徹底（伐倒する木の樹高の2倍
以上の範囲立入禁止、安全なかかり木処理の徹底）、安全
な造林作業の徹底（転落滑落のおそれのある伐倒木等の
固定の徹底）などが定められています。
※裏面に好事例を紹介しています！ 「チェーンソーによる伐木等作業の安

全に関するガイドライン」本文はコチラ



事業場における取り組み例（好事例）

戸田建設株式会社
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風力発電施設の建設予定箇所について、事前に伐木作業等のチェーンソー
による作業を行う必要があるため、「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関
するガイドライン」に沿って必要な対策を講じた上で作業を行うこととしています。

実際の伐木作業開
始時には、該当作業
に関する作業計画書
（伐木、車両系伐木機
械、振動工具に関する
もの等）を作成して見
やすい場所に掲示し
た上、各作業員との作
業打ち合わせで説明
することとしています。

皆様も好事例を参考にして自社の取り組みを強化しましょう！

まず、伐採作業を開始する前に、
危険事前検討会を開催し、伐木作
業の安全ガイドラインに沿った作業
手順書を作成し、作業員全員に対し
て周知を行うこととしています。

事前のこれらの対策に加えて、実際に作業を行った
後に、見直し会や再周知会を開催することで、計画を
実行性のあるものへとつなげています。


